
○　本校の概要 令和8年2月14日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

令和７年度　大田区立田園調布小学校　自己評価　報告書

・学校規模（児童数551名、学級数19、教員2７名、非常勤講師５名）
・学校の教育目標：「よく学び　よくあそび　よりよく生きる　田小の子」人間尊重の精神を基調とし、自分の将来に夢と希望をもって主体的に学び、日本の文化と伝統を尊重し、国際社会においても信頼と尊敬を得る心身ともに健康で、心豊かな児童の育成を目指す。
・校内研究：主題他者と協働して新たな価値を生み出す児童の育成～未来を創造するための見方・考え方を働かせた学習活動を通して～
・特色ある教育活動①「様々な人とのかかわりを重視し温かな心と豊かな人間関係を育む学校・地域相互の教育力の向上」
　　　　　　　　　　 　   ②「未来を創造するための見方・考え方働かせる児童の育成」
・校舎改築に向けた準備や教育課程の工夫と実施を行っている。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す 社会の様々な課

題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

4

【児童アンケート】

「自分や友達のよさを生
かしながら、地域社会
に貢献できる取組やも
のを生み出そうとした
か」に、「よくあてはま
る」、「あてはまる」と回

答した割合

4：90％以上
3：85％以上
2：80％以上
1：80％未満

【児童531名回答】

77％

４：

1

◯算数や理科の授業では、論理的、
科学的な思考力の育成を目指した。
問題解決的な学習の充実を図り、少
人数による習熟度別算数や理科指導
専門員、理科支援員の活用を今後も
継続する。

○学期の初めと終わり、各行事ごとに
児童がキャリアパスポートを書くこと
で、自分の目標を設定し、自己評価を
年間通して行った。適宜、活動の振り
返りを行うことで学びを広げたり深め
たりすることができた。

〇おおた未来づくりの学習を中心に
「創造的な資質・能力を養う素地づく
り」を研究テーマに校内研究をすすめ
た。５年生は地域の煎餅屋であるしら
はまさんに御協力いただき、100周年
記念煎餅をつくり、６年生は地域の魅
力的な場所をリーフレット形式で
「DENZIN」にまとめる活動を行った。
　おおた未来づくりを教科として取り組
むのは本年度からなので、今以上に
児童のよさを発揮し地域社会に貢献
できるようカリキュラムを検討する。

〇これまでの教育活動を通して、協働
的な活動はどの学年にも定着してい
る。教師から見て児童が個々のよさを
生かし力を発揮して活動に取り組むこ
とができていると感じることも多くある
ので、発揮されている個々のよさを学
校全体で認める機会を増やすように
する。

〇取組評価は良好だったにも関わら
ず、成果目標の基準を高く設定したた
め、想定した範囲内におさまらなかっ
た。次年度は数値を見直す。

Ａ 7

〇さまざまな取組を拝見させていただき、一人一人が楽しそう
に活動していることが印象的でした。学びに対しても楽しむ心が
あり、そのモチベーションがよい学びにつながっていると思う。

〇考えて行動するなど、基本的なことをしっかり指導されている
と思います。

〇おおたの未来づくり、素晴らしい取組だと思います。今後も地
域とより密接にこどもたちの教育に地域を頼って頂きたいです。

〇１００周年記念イベントに地域のお煎餅づくりや冊子づくりな
ど、こどもたちの力を感じました。

〇習熟度別の指導は、きめ細かな教育には必要であるが、習
熟度を客観的に評価し、生徒がそれを把握するシステムを明確
にする必要があると思う。

〇「おおたの未来づくり」が教科となり、こどもたちが自分たちの
街への気づきが芽生えたことと思います。５年生のお煎餅づく
り、６年生の「DENJIN]、いずれも興味深く拝見しました。AIに頼
る時代となってきていますが、地域とのコミュニケーションを通し
て、柔軟なアイディアが生まれるような力を身に付けていって欲
しいと思います。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

4

３：

Ｂ 1

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

２：

Ｃ

④地域で活躍している方々と共によりよい
未来を創り出すアイデアを考え、協働的に
学ぶ場面を設定している。

4

１：

Ｄ

個
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標
２

世
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が
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際
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を
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人
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を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

4

【児童アンケート】

「自分にはよいところが
ある」に、「よくあてはま
る」、「あてはまる」と回

答した割合

4：90％以上
3：85％以上
2：80％以上
1：80％未満

【児童531名回答】

88.1％

４：

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

4

２：

〇生徒が個々に相手を尊重し合えることを重視して頂きたい。

〇現代社会における地球規模の課題については、小学校時代
からその問題を身に付ける姿勢は重要である。しかし、その課
題のコンテンツが充分に備えられているかどうかについては、
今後とも学校側の努力に期待したい。

〇当校児童の居住せる地域にも国際色が豊かになってきてお
り、人口減少時代に海外へ出て活躍できるような人材の育成を
お願いしたい。

〇いろいろな国の方々との関わりを通して人権問題も考えても
らいたい。

〇外国との違いを感じながら、日本を改めて考える貴重な時間
だと思います。

〇外国の方とのコミュニケーションは日本人が不得意とするとこ
ろであり、習うより慣れよで接する時間を増やすことで解決でき
ると思う。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

4

３：

Ｂ 1

Ｃ

１：

Ｄ

3

◯外国語教育指導員と担当教員が打
合せを行い、授業の進度や内容を確
認した。今後は児童がさらに外国語
（英語）に親しみやすくなるように学習
環境を整える。
◯月に１回の人権タイムにおいて、人
権教育を行った（人権標語や人権に
関するポスター、習字など）。今後も学
年の実態に合わせた指導を継続して
行うことで互いに尊重し合う心の育成
を図る。
○社会科や総合的な学習の時間等で
SDGｓについての取組を各学年で行っ
てきた。下学年でも学習のねらいを地
域への関心へとつながるように計画
し、地域とつながる学習活動を増やし
ていく。

Ａ 7
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標
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し
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

4

【学校公開アンケート】

「こどもたちにとって、分
かりやすい授業をして
いたと思う」に、「よくあ
てはまる」、「あてはま

る」と回答した割合

4：90％以上
3：85％以上
2：80％以上
1：80％未満

【保護者154名回答】

99.3％

４：

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

4
２：

Ａ 8

〇学校公開のアンケート結果を先生方も自信にし、よりよい取
組を継続していっていただきたいと思います。

〇他校との交流の機会を作ることも大事ではないかと思う。

〇こどもたちの態度、生活・学習が宜しいのは、先生方の指導
がよくなされているからだと思う。

〇小学校での教育には、学力と体育や豊かな感受性を育むこ
とが重要で、本校の教育は比較的良くできているように思う。今
後、小中一貫の視点に立った教育を一層進めていくことを希望
する。

〇すべてにおいて基礎は大切だと思います。しっかり指導してく
ださっていると思います。

〇今の時代、道徳の授業はとても大切だと思います。人間性を
高める授業を今後もよろしくお願いいたします。

〇一人一人の個性と能力に応じた教育を行うために、習熟度別
学習や補習教室の実施により、きめ細やかな教育がされてお
り、評価に値すると思います。一方で、保護者アンケートの意見
にもあるように、改築工事の影響による体力低下が懸念されて
います。運動方法を工夫しながら、運動の機会の増加に期待し
ます。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

4

３：

Ｂ

Ｃ

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

4

１：

Ｄ

4

○指導教諭による道徳の模範授業を
参観する機会を設けた。また、道徳教
育推進のための伝達講習や授業づく
り研修も教員から好評だったので、次
年度も行うことで道徳教育の充実を目
指す。
○日々の授業での取組や大田区学習
効果測定の結果について、夏季休業
中の個人面談や学期末の保護者会で
取組結果を伝えてきた。
〇習熟に時間がかかる児童に対し
て、１～４年生を中心に週に２回、算
数補習教室を行った。
○年２回、「早寝・早起き・朝ごはん」
週間を儲け、児童の自己チェックを実
施した。結果を「給食だより」で保護者
に伝え、生活習慣の大切さを発信し
た。給食委員の児童が昼の放送や食
育に関するスライドを作り、全学級で
「食育」を行った。
◯改築工事が始まり、今までの東校
庭を使用することができなくなった。限
られた空間や場で運動量を確保でき
るよ体力向上全体計画や単元計画を
再度検討し、運動遊びタイムの実施と
児童の運動環境を引き続き整備して
いく。
○学期毎に短・長縄跳びやマラソンな
どに集中して取り組む機会を設けた
り、休み時間に全員が外に出て遊ぶ
ように推奨したりすることで、運動習慣
の確立を目指した。
○近隣幼稚園交流を５年生、保育園
交流を１年生が行い、新１年生に向け
て未就学児童の期待が膨らむ活動を
行ってきた。田園調布中、調布大塚小
と一緒に授業改善を考える場（小中一
貫教育の会）において、情報を交換
し、各教科ごとに一貫した指導の工夫
を検討することができた。



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

4

【保護者アンケート】

「学校（教員）は、こども
の学力向上のために、
指導内容や指導方法を
工夫し、積極的に取り

組んでいると思う」に「よ
くあてはまる」「あてはま

る」と答えた割合

　　4：90％以上
　　3：85％以上
　　2：80％以上
　　1：80％未満

  【保護者405名】

　　94.4％

４：

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

4

２：

〇OJT研修に加え、社会を経験した先輩（会社を勤めあげた
人）を研修に加えたらどうか。

〇きめ細かいOJTなどの取組がこの結果につながっているのだ
と思います。教員の働き方改革とのバランスが難しいものと思
慮しますが、引き続きお願いいたします。

〇教師が指導以外の様々なことで多忙になっていると聞くが、
そのような環境の中でも教育上の工夫をしていて、教師力の向
上が見られるように思う。

〇先生の不足をお聞きした。力を合わせてこどもたちの教育の
ために働いて下さる先生方に感謝です。

〇教師の働き方改革が求められている中で、会議を精査し、減
らすことにより、児童と向き合う時間が増えたことは、教員の心
の余裕にもつながり、敷いては、こどもたちの豊かな心の育成
にも影響すると思います。引き続き次年度も、こどもたちと向き
合う時間の確保に努めてほしいと願います。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

4

３：

Ｂ

Ｃ

１：

Ｄ

4

○夏季休業中に授業改善プランを見
直し、授業改善を行った。授業観察時
の学習指導案に明記したり、教員が
互いに授業を見合い、意見交換したり
することで教師の授業力の向上を図っ
た。
◯OJT研修として、教員によるワーク
ショップを年間６回行った。各教員の
授業を小グループで検討することで授
業力の向上に努めることができた。
○昨年度と同様に会議を精査し減らし
たことにより、放課後の時間を有効に
使うことができた。教員が児童に向き
合う時間も増えた。今後も継続してい
く。
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個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

3

【児童アンケート】

「自分は、毎日の学校
が楽しい」に、「よくあて
はまる」、「あてはまる」

と回答した割合

4：90％以上
3：85％以上
2：80％以上
1：80％未満

【児童531名回答】

91.7％

４：

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。

4

２：

〇夕会や情報共有の場が充実していると思うので続けていける
と良い。

〇児童一人一人を見ると本当に楽しそうに学校生活を送ってい
ることがよく分かります。引き続きよろしくお願いいたします。

〇いじめ問題、不登校問題、さまざまな児童に対応して向き合
われていることに感謝です。

〇保護者アンケートの結果を見ると、他の項目に比べ、保護者
がいじめ防止に関する項目の肯定パーセンテージが低いように
感じる。各クラスに複数の大人が介入することにより、早期にい
じめなどの発見、解決につながることも考えるため、教員のみな
らず、SC,支援員の協力も得て、支援体制の充実を希望します。

〇思いやりのある心を大切にしてほしいと思いました。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

３：

Ｂ 1

Ｃ

１：

Ｄ

4

◯週１回の生活指導夕会や月１回の
運営プロジェクトで情報を共有するとと
もに、月１回の特別支援校内委員会
で特別支援担当教員と情報交換をし
たり、指導についての確認したりした。
特別支援全体会を行い、全教員で支
援を要する児童についての情報共有
を行った。特別支援教育のあり方につ
いて全教員が理解を深めるために、
特別支援学級の教員を招聘した研修
会も実施し、理解を深めた。
〇月１回、不登校対策委員会を開き、
不登校児童の情報を共有した。また、
登校に向けた個別の指導計画書を作
成して、不登校対策に取り組んだ。学
年会や生活指導部会で話題にしたり、
養護教諭に相談したりすることで組織
的に対応することができた。
○夏季休業中に児童の問題行動やい
じめの対応に関する研修会を開いた。
また、毎週、児童の学校生活状況に
ついて全教員で確認する機会を設け
た。今後も普段の道徳の授業や月１
回の人権タイムで児童のよさを認め、
自己肯定感を高めたり個性を伸ばし
たりしていけるようにする。
○月１回の教育相談日や校長相談
日、スクールカウンセラーによる５年
生全員面談を実施し、児童や保護者
の思いに寄り添う取組をしてきた。
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個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

4

【保護者アンケート】

「学校は、施設・設備を
こどもの安全に留意し
て整備していると思う」
に「よくあてはまる」「あ
てはまる」と回答した割

合

　　4：85％以上
　　3：80％以上
　　2：75％以上
　　1：75％未満

【保護者　　名回答】

　　　93.6％

４：

③校舎改築に伴い、こどもたちに安心、安
全な学習環境を整える。

２：

〇改築工事中は色々とご苦労されると思いますが、PTAも全力
で御協力します。

〇ICT教育には、予算を増額していくべき。安全点検をきめ細か
く行うために、人材を投入する必要がある。

〇校舎に足を踏み入れるたびに、いろいろな箇所が安全を考
慮して改善されているのに驚きます。引き続き、教育環境の整
備に努めてほしいと願います。

〇安全安心に実施されていると思います。

〇建て替え中、工事に伴う登下校時における安全面の配慮を
今後も行っていって欲しい。

〇ICT系をもちいた教育については、児童にかなり定着している
ように感じている。一部ではスマートフォンを制限するような動き
もあるが、ある程度のしばりは必要だと思う。

〇ICT機器に慣れることは重要ではあるが、「書くこと」の指導を
ぜひおろそかにしないように要望する。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

4

３：

Ｂ

Ｃ

１：

Ｄ

4

○校外学習に出かけるときには必ず
安全な道を通ることを心掛け、下見を
きちんと行い、計画を練り安全に実施
することができた。改築工事の影響
で、校外の施設を借りて行った水泳の
授業をはじめ、様々な校外学習にお
いて、でんしょう応援団やPTAの協力
による見守りや付き添いにより、教育
活動を充実させることができた。
○危険や災害に対する教育を計画的
に行った。改築工事により今までの避
難経路を変更することもあったが、
様々な状況を想定して避難訓練を
行ったり、安全タイムにおいて安全な
生活について考える場を設けたりし
た。
○月１回の安全点検を行い、全教職
員の目で危険個所を探し、修繕すべ
きところを確認した。校舎の改築工事
中において、安全上、お知らせすべき
内容はまなびポケット、文書等により
発信していく。休み時間等、児童が安
全に遊べるように複数の教員による
見守りを行ってきた。今後も継続して
いく。
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標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

【保護者アンケート】

「学校は地域の力をこ
どもたちの教育活動に
生かしている」に「よくあ
てはまる」「あてはまる」

と回答した割合

　　4：85％以上
　　3：80％以上
　　2：75％以上
　　1：75％未満

【保護者　405名】

　　　　97.4％

４：

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

4

２：

4

〇学校と地域のコミュニティのあり方は、今後の大きな課題であ
ると思う。学校が核として機能できるかは今後も課題のように感
じる。

〇こどもたちへの愛情が感じられる。大変だと思うが、頑張って
欲しい。

〇地域コミュニティとの連携はよくできていると思われる。地域
の行事もこどもたちに参加しやすいものを工夫しながら、今後も
活動を行っていきたい。

〇ホームページには、学校生活の様子が日々更新され、こども
たちが学校でどう過ごしているかがわかり、家庭でのコミュニ
ケーションのきっかけにもなっているのではと思います。また、コ
ミュニティスクールとなり、ますます地域と共にある学校、地域
に見守られている学校となるように、地域・家庭と協力して、こど
もたちを地域ぐるみで育てる体制づくりが充実していくことを願
います。

〇地域でもっと協力できることがあるかこれからの課題だと思い
ます。

〇１００周年の式典は、まさに地域、PTA、応援団、学校と一体
化したものでした。児童のいきいきした顔、自身に満ちた顔がと
ても印象的でした。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4

３：

Ｂ 1

Ｃ

④学校運営協議会の委員と学校の教育活
動について、児童の様子やよりよい教育環
境のあり方について話し合っている。

１：

Ｄ

○学校協働本部「でんしょう応援団」と
ＰＴＡと連携して、夏のわくわくスクー
ルを実施し、外部講師を招聘した講座
を実施した。延べ児童数953名の参加
があった。保護者や地域の方々94名
の協力が得られた。今後はさらに学校
支援地域本部と連携し、地域の人材
や資源を生かした学校づくりを進めて
いく。
○登下校の見守りについては、PTAと
教員で朝と放課後に見守り活動を行う
ことができた。また、見守りで気になっ
たことを話合いの話題に挙げ、周知し
てきた。
〇毎月発行する学校便りと毎週発行
する学級便り、その他関係書類を電
子配信し、利便性と即時性の向上を
図った。今後もペーパーレスへの理解
と協力を得ながら、教育活動の発信を
行っていく。
〇ホームページやまなびポケットを活
用し、継続して教育活動を発信してい
る。（週に２～３回更新）
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